
エ
ネ
ル
ギ
ア
総
合
研
究
所

「
キ
ラ
リ
！
輝
く
元
気
企
業
」
発
刊

中
国
電
力
�株
エ
ネ
ル
ギ
ア
総
合
研
究
所

は
、
書
籍
「
キ
ラ
リ
！
輝
く
元
気
企
業
〜

中
国
地
域
を
支
え
る
企
業
家
精
神
と
技
術

力
」（
吉
備
人
出
版
）
を
発
刊
し
た
。

同
研
究
所
が
年
三
回
発
行
す
る
地
域
情

報
誌
「
碧
い
風
」
に
掲
載
し
た
内
容
を
も

と
に
、
今
後
地
域
を
担
っ
て
い
く
企
業
経

営
者
や
技
術
・
製
品
に
焦
点
を
当
て
、
経

営
哲
学
や
経
営
戦
略
、
発
展
の
き
っ
か
け

に
な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
中
心
に
再
編

集
し
た
。第
一
部
�
輝
く
企
業
家
精
神（
計

一
三
社
の
企
業
経
営
者
を
紹
介
）、第
二
部

�
光
る
企
業
・
技
術
（
一
七
社
、
四
大
学

を
紹
介
）。
広
島
か
ら
は
、
第
一
部
で
ア
ス

カ
ネ
ッ
ト
の
福
田
幸
雄
社
長
、
第
二
部
に

金
属
サ
イ
ン
の
オ
ガ
ワ
、
ス
テ
ン
レ
ス
溶

接
の
ケ
ミ
カ
ル
山
本
、
産
学
連
携
研
究
で

広
島
大
学
・
中
国
醸
造
・
野
村
乳
業
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
価
格
は
一
〇
五
〇
円
。

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

環
境
取
引
所
の
開
設
記
念
セ
ミ
ナ
ー

環
境
コ
ン
サ
ル
の
�株
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
（
中
区
中
島
町
二
―
二
二
、
森
下

兼
年
社
長
）
な
ど
は
、
３
月
１０
日
午
後
１

時
半
か
ら
、
Ｃ
Ｏ
２（
二
酸
化
炭
素
）
排
出

量
の
削
減
を
支
援
す
る
広
島
環
境
取
引
所

の
開
設
記
念
セ
ミ
ナ
ー
「
国
内
ク
レ
ジ
ッ

ト
制
度
と
中
小
企
業
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
」を
市

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
く
。

経
済
産
業
省
の
藤
原
豊
大
臣
官
房
参
事

官
が
、
中
小
企
業
が
省
エ
ネ
活
動
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２

削
減
量
を
大
手
企
業
に
売
却
で
き
る

「
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」を
解
説
す
る
。

同
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
認
証

の
受
け
方
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
仲
介
な
ど

を
支
援
す
る
�株
日
本
環
境
取
引
機
構
（
東

京
、
通
称
Ｊ
Ｃ
Ｔ
Ｘ
）
の
広
島
環
境
取
引

所
の
活
動
も
紹
介
。
質
疑
応
答
の
場
も
設

け
る
。
定
員
一
〇
〇
人
。
参
加
費
は
一
般

三
〇
〇
〇
円
、
官
公
庁
や
学
生
、
Ｊ
Ｃ
Ｔ

Ｘ
会
員
は
無
料
。
�電
〇
五
〇
―
二
〇
一
八

―
〇
二
七
〇
。

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島

「
川
の
町
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
開
始

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島
（
中
区
田

中
町
六
―
一
〇
、
荒
木
潤
一
総
支
配
人
）

は
、
文
化
人
の
講
演
会
を
メ
ー
ン
と
す
る

イ
ベ
ン
ト
「
川
の
町
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
開
始
す
る
。

第
一
回
は
３
月
２５
日
午
後
７
時
半
か
ら

同
ホ
テ
ル
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ボ
ー
ル
ル
ー
ム

で
、
詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
氏
、
フ
ォ
ー
ク

シ
ン
ガ
ー
の
小
室
等
氏
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

谷
川
賢
作
氏
が
「
詩
と
歌
と
音
楽
が
言
霊

に
な
っ
て
」
と
題
し
、
ヒ
ロ
シ
マ
を
テ
ー

マ
に
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ
を
開
催
。

谷
川
俊
太
郎
氏
作
詞
の
反
戦
歌
「
死
ん
だ

男
の
残
し
た
も
の
は
」
の
朗
読
や
小
室
氏

の
歌
・
ギ
タ
ー
演
奏
な
ど
が
あ
る
。
前
売

四
五
〇
〇
円
、
当
日
五
〇
〇
〇
円
。
�電
二

四
〇
―
九
四
六
三
。

ア
レ
ル
ギ
ー
と

は
自
己
防
御
の
た

め
の
免
疫
反
応
が

過
剰
に
な
っ
て
病

的
症
状
が
出
る
こ

と
を
言
い
ま
す
。
免
疫
細
胞
と
免
疫
蛋
白

が
そ
の
反
応
の
主
役
で
Ⅰ
〜
Ⅳ
型
に
分
類

さ
れ
ま
す
。
目
の
場
合
は
Ⅰ
型
の
即
時
型

と
Ⅳ
型
の
遅
延
型
が
あ
り
ま
す
が
、
結
膜

局
所
で
の
免
疫
反
応
を
起
こ
す
原
因
と
な

る
ア
レ
ル
ゲ
ン
は
空
中
に
浮
遊
し
て
い
る

物
が
多
く
、
代
表
的
な
も
の
で
は
植
物
の

花
粉
、
ダ
ニ
、
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
、
カ
ビ
、

動
物
の
毛
・
フ
ケ
な
ど
で
す
。
そ
の
他
に

点
眼
薬
や
軟
膏
、
化
粧
品
、
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
な
ど
が
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
花
粉
症
は
そ
の
植
物
に
よ
っ
て
明

ら
か
な
季
節
性
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他

の
多
く
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
場
合
は
通
年
性

と
な
り
ま
す
。
我
が
国
の
花
粉
症
は
、
戦

後
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
が
成
長
し
て
大
量
の

花
粉
を
飛
ば
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
大

気
汚
染
が
悪
化
し
て
き
た
こ
と
が
関
係
し

て
い
ま
す
。
ま
た
ス
ギ
以
外
の
植
物
と
し

て
は
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
ヤ
、
ブ
タ
ク
サ
、
ヨ

モ
ギ
な
ど
が
代
表
的
な
と
こ
ろ
で
す
。
シ

ラ
カ
バ
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
の
交
叉
を

起
こ
す
こ
と
で
も
有
名
で
す
。
日
本
で
の

花
粉
症
の
歴
史
は
五
〇
年
弱
で
す
が
、
最

近
は
急
速
に
罹
患
率
が
上
昇
し
、
人
口
の

一
〇
％
以
上
が
花
粉
症
患
者
で
、
そ
の
う

ち
八
〇
％
が
ス
ギ
に
陽
性
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
主
な
症
状
は
掻
痒
感
（
か
ゆ
み
）

で
す
。
そ
の
他
は
充
血
・
眼
脂
・
流
涙
・

異
物
感
・
羞
明
（
ま
ぶ
し
い
）
・
痛
み
・

視
力
低
下
・
眼
瞼
腫
脹
・
結
膜
浮
腫
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
治
療
と
し
て
は
、
原

因
を
回
避
す
る
工
夫
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

の
改
善
、
種
々
の
症
状
を
緩
和
す
る
た
め

の
薬
物
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
薬
は
多

く
の
も
の
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大

き
く
分
け
て
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
と
い
う
か
ゆ

み
物
質
を
抑
え
る
も
の
、
そ
の
他
の
免
疫

に
関
す
る
化
学
物
質
の
抑
制
剤
、
副
腎
皮

質
ス
テ
ロ
イ
ド
、
春
季
カ
タ
ル
の
重
症
例

に
用
い
る
免
疫
抑
制
剤
な
ど
の
点
眼
薬
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
季
節
や
症
状
に
合

わ
せ
て
う
ま
く
使
い
分
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
薬
の
効
果
に
は
個
人
差
が
あ
り
、

ま
た
副
作
用
が
出
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
、
処
方
の
際
に
は
眼
科
医
に
よ
る
診

察
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
経
過

に
つ
い
て
も
特
に
副
作

用
の
有
無
の
チ
ェ
ッ
ク

の
た
め
に
は
あ
る
程
度

の
間
隔
で
受
診
し
て
い

た
だ
く
の
が
望
ま
し
い

と
思
い
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
に
つ
い
て

広
島
市
医
師
会
理
事

五
日
市
中
野
眼
科
医
院
院
長

中
野

豊

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ

（20）
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